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   The relationship between pathological spreading factors (T3,4  V.,  N.,  M,.) and tumor size was 
studied in 45 patients with renal cell carcinoma during the past 10 years from 1982. 
   The incidence of having one or more facters was 0% for the 17 tumors smaller than 5 cm, 
but 75% for the 28 tumors over  5  cm. 
   The mean diameter of the tumors having a  1", V, N or M factor was significantly larger than 
that of tumors having no factor  (T1,2VoNoM0)• 
   These findings suggest that they have a higher tendency of having spreading factors once the 
tumors have exceeded a certain size. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1005-1008, 1992) 

























前腎動脈栓塞術 は4例 に行った,病理学的所見 は腎
癌取 り扱い規約にしたがった.細胞型では淡明細胞型
34例,穎粒細胞型3例,混 合型6例 および紡錘細胞








が,本 研究ではTと は別に静 脈浸潤の項目で分類 し
た.
結 果






























































例,腎 周囲脂肪+副 腎浸潤1例,副 腎浸潤2例,腎 孟
周囲脂肪浸潤1例であった.13例中T因 子のみを有す
る症例が4例,Tを 含めた2因 子 を有 す る症例が4
例,Tを 含めた3因子以上を有する症例が5例であっ












0例,Nを 含めた2因 子症例が1例,3因 子以上症例
が5例 であった.全 例3年 未満で癌死した.
4.手術時遠隔転移(M因 子)症 例














は,3因 子が1例,2因 子が1例,1因 子が2例 であ





以上経過症例である.1因 子のみが9例 であ り,癌死
2例,癌なし生存6例(7年,5年,4年,1年 未満
3例),他因死1例 であった.2因 子が5例 であり,
癌死2例,癌 あ り生存2例(3年,1年),癌 なし生






























































%)で あ った.Tを 含 め た4因 子 のい ず れ か を合 併 す
る 頻度 は28例中21例(75%)で あ った.各 因 子 を有 す
る腫 瘍 径 の 平 均値 ±標 準 偏 差 は,T因 子 でIO・9±4.2
cm,V因 子 で9.9±4.9cm,N因子 で8.6±3.5cm,M
因子 でle.3±4.2cmであ り0因 子 の4・9±2・4cmに































































因子(Mつ は9例 であった.一 患者の有する因子数
と癌死の頻度の関係は次のごとくである.1因 子群で
1008 泌尿紀要38巻9号1992年
は9例中2例,2因 子群では5例 中2例(2例 は癌あ
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